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富山県立大学　合同棟　増築工事

管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印



管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏
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富山県立大学　合同棟　増築工事
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 1　工事実績情報の登録

 4　環境への配慮

 3　個人情報の取扱い

 2　下請関係の適正化

  5　材料の品質等

  6　地場産品の優先

   使用等

 15　現場代理人の工事現場

   における常駐を要しない

   期間

  7　発生材の処理等

  8　解体工事等

  9　電気保安技術者

 10　監督職員事務所

 11　工事用水

 12　工事用電力

 13　工事用仮設物

 14　施工機械

　　者の専任を要しない期間

 　　協力

 16 主任技術者又は監理技術

 17　安全教育・訓練の実施

 18　調査・試験に対する

　 社会性等の実施

　 な介入を受けた場合の

　 措置

 19　工事特性・創意工夫

 20　暴力団関係者から不当

 24　完成図等

 25　工事写真

 26　施工図等の取扱い

 27　電子納品
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仕 様 書

敷地面積

都市計画区域　　・内（・市街化区域　・市街化調整区域　・その他）　・外

構造

建築面積

階数

延べ面積

２．工事場所

３．建物概要

耐火建築物等の別　　・耐火建築物　・準耐火建築物（・イ　・ロ－１　・ロ－２）　・その他

４．工事範囲

耐震安全性の分類 構造体　　・Ⅰ類　・Ⅱ類　・Ⅲ類　　（重要度係数　・1.5　・1.25　・1.0）

建築非構造部材　　・Ａ類（出入口扉除く）　・Ｂ類　

最高高さ 最高軒高さ 居室床高さ

基礎形式 地盤の設計長期許容支持力度 KN/㎡

垂直積雪量 m

（官庁施設の総合耐震・対津波計画基準）

Ⅰ 工事概要

１．工事名称　　　富山県立大学　合同棟　増築工事

1　階建(増築部分のみ)

227.16　m2-　m2

外壁仕上　押出成形セメント版t18　ウレタン系塗装品

屋根仕上　－

鉄骨　造(増築部分のみ)

　-　m2地名　富山県射水市黒河5180

用途地域　第1種中高層住居専用地域 防火地域　-

建築物の用途（建築基準法）　学校

-　m -　m -　cm

○本体工事：建築(1部改修を伴う)・電気・機械(給排水・空調)

建 築 工 事 特 記 仕 様 書

　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書

２．特記仕様

Ⅱ 建築工事仕様

１．共通仕様

　　　適用する。

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を

      （以下「改修標仕」という。）による。

（３）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名等を示す。

      （建築工事編）平成28年版」（以下「標仕」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版」

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書

建
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特記仕様書

章 項　　目 特　　記　　事　　項

1-1

一

般

共

通

事

項

１

「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-48個人情報取扱特記事項による。

※ 適用する　（「工事カルテ受領書」の写しを提出）

本工事を下請けに付す場合は､「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。

(1)　建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次

　 ①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　 の①から④を満たすものとする。

山県内に本社・本店を置くものの中から選定するよう努めなければならない。

※ 不採用調書の提出

  受注者は、工事の施工に関する下請契約において富山県内に本社・本店を置くもの中から選定し

ない場合又は工事に使用する資材等について県内地場産品を使用しない場合は、あらかじめ、「下

請契約における県内企業及び県内地場産品の不採用調書」を監督員に提出しなければならない。

 　　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、

　　　 仕上げ塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、

　　　 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

(2)　設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の

　 ①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　 ①　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発

　 ②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　 ③　接着剤は可塑性（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を含有しない

 　　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

 　④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、ア

 　　　セトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　　 散建築材料以外の材料

　 ②　建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　 ③　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　 ④　建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

(1)　本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

　 有するものとする。

(2)　商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合

　 は監督員の承諾を受ける。

(3)　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

(4)　本工事に使用する材料のうち、(5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべての事項

　 を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されてこと

　 を示す書面を提出して監督員の承諾を受ける。ただし、製造業者等が記載されているものは、証明

　 となる資料等の提出を省略することができる。

　 ①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　 ②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　 ③　安定的な供給が可能であること。

　 ④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　 ⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　 ⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

(5)　製造業者等に関する資料の提出を求める材料

　　 無収縮グラウト材、乾燥式保護材、既製調合モルタル、既製調合目地材、錠前類、クローザ類、

　 自動扉機構、自閉式上吊り引戸機構、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

　 屋上緑化システム、エポキシ樹脂、ポリマーセメントモルタル

※ 地場産品の優先使用

　受注者は、工事に使用する資材等について、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合

には県内地場産品（建設資材又は製品等で、県内で最終製造工程が施されたもの又は県内に本社

本店を置く取扱業者から調達したものをいう。）を優先使用するものとする。

※ 県内企業の優先選定等

  受注者は、工事に係る下請契約又は資材等納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は富

   重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、可動間仕切、トップライト、鋳鉄製ふた

　 床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、ルーフドレン、吸水調整材、

　 移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、グレーチング、

　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-34環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・　

低振動型建設機械を使用するものとする。

　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場に

おける常駐を要しない期間として取り扱う。

(2)　工事の全部の施工を一時中止している期間

(3)　上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等がおこなわれていない期間

※発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め元請業者自らの責任において適正に処理するものと

　する。

・再資源利用計画書等作成及び提出

・建設リサイクル法対象工事

・特定建設資材廃棄物の種類：　　　　

・再資源化施設の場所：　　　　　

・設ける（規模：　　　m2程度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内設置　・できる　・できない

・現場説明書による

※運搬、処分委託契約書の写しの提出

※マニフェスト管理一覧表の提出

・マニフェスト（A票、B2票、D票、E票）の写しの提出

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物の種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・同上処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・分別を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再資源化を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※適用する

(1)　契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間

   　後片付け等のみが残っている期間

(4)　(1)又は(2)に類した理由で、工事が不稼働である期間

(3)　工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、

(5)　橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行

   　われている期間

(2)　自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により、工事を全面的に一時中止している期間

(1)　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間

　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即し

た安全教育・訓練等を、月当たり半日以上の頻度で実施するものとする。

「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-30　工事中の安全確保

　公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督職員の指示により必要な協力をしなければ

ならない。(富山県土木工事共通仕様書 1-1-1-13)

要しない。

　次のいずれかに該当し、かつ、その期間が書面により明確となっている場合については、専任を

　受注者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する

項目、または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成時までに「富

山県請負工事成績評定要領第4第7項に定める様式により提出することができる。

これを拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督職員に報告するとともに、警察に届

け出なければならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には

速やかにその旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督

職員に報告するとともに、警察に届け出なければならない。

　受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固として

※ 完成図ＣＡＤデータ　　　・ＣＤ－Ｒ　２部

・ 施工図　・保全に関する資料

300万画素

デジタルカメラは130万～着工前

完成時

撮影時 規　　　格 撮影箇所数 部数 備考

・サムネール版

・L版程度（3枚/頁）

※L版程度（3枚/頁）

適正数

適正数

１部

１部

施工中

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

※電子納品対象工事　　　　　　

以下の示す書類を電子納品する。

※工事写真　　・施工計画書　　・完成図(CADデータ)　  ・参考図(ラスターデーター)

※ 着工時製本　　　　　　　・原図版　1　部　　・縮小版　A3　版　5　部

※ 完成図製本（黒表紙）　　・原図版　1　部　　・縮小版　A3　版　5　部

  7　室内空気中の化学物質

  6　技術検査

　　 の濃度測定

  1　適用基準等

  2　適用区分

  3　施工条件

  4　建築材料等

・とび作業　　・鉄工（・構造物鉄工作業　・構造物原図作業）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

※ 建築工事標準詳細図(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　平成28年版)

※ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領（平成28年版）」及び「工事写真の撮り方

　 -建築編-」

※ 富山県電子納品運用ガイドライン（案）［建築工事編］（平成22年４月（平成26年10月一部改定））

・ 建築物解体工事共通仕様書・同解説　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成24年版）

※ 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。

　 但し、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　 使用する建築材料等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに

 　適合するものとする。

・ 本工事で使用する下記の品目については、公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針

　 において優先利用グループに区分されている製品を利用する。

　 ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督職員と協議し、通常製品（新材で製造された

　 製品）へ変更できるものとする。

工種 品目 規格

・「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針」に基づき、パイロット工事として

　 下記の製品を利用する。

品目工種 規格 製品名

 　適用工事種別 技能検定の職種 

 仮設工事

 土・地業工事

 鉄筋工事 

 コンクリート工事 

 鉄骨工事 

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ

 押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

 防水工事 

・鉄筋施工( ・鉄筋施工図作成作業  ・鉄筋組立て作業) 

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・ｼｰﾄ防水工事作業 （ ・合成ｺﾞﾑ系 ・塩化ﾋﾞﾆﾙ系）

・塗膜防水工事作業（ ・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系 ・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系）

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業  ・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業  ・FRP防水工事作業

 石工事 ・石材施工(石張り施工) 

 タイル工事 ・タイル張り作業

・とび作業

・ウェルポイント工事作業

・型枠工事作業　　・コンクリート圧送工事作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

 木工事 ・大工工事作業

 屋根及びとい工事 ・内外装板金作業　　・ﾀﾞｸﾄ板金作業　　・かわらぶき作業

 金属工事 ・鋼製下地工事作業

 左官工事 ・左官作業　　・樹脂接着剤注入工事作業

 建具工事 

 カーテンウォール工事 

・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業　　・自動ﾄﾞｱ施工作業　　・ｶﾞﾗｽ工事作業

・金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業　　・ｶﾞﾗｽ工事作業

 塗装工事 ・建築塗装作業

 内装工事 ・床仕上げ工事作業（ ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系 ・ｶｰﾍﾟｯﾄ系 ・木質系）

・鋼製下地工事作業　　・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業

・ｶｰﾃﾝ工事作業

・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

 排水工事

 ユニット及びその他工事

・建築配管作業

 舗装工事

 植栽及び屋上緑化工事

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業　　・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

・造園工事作業

 解体工事 ・解体工事施工技士 

・表装作業　　・壁装作業　　・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業

※土木部建築工事監督要領による。

　施工完了時に室内空気中の揮発性有機化合物等の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以

室内濃度測定対象物質

※ホルムアルデヒド　※トルエン　※キシレン　※エチルベンゼン　※スチレン

※パラジクロロベンゼン（学校施設について測定）

・フタル酸ジ-n-ブチル　・アセトアルデヒド

※測定する箇所数　　箇所、測定対象室は監督職員の指示による

測定方法

ホルムアルデヒド・アセトアルデヒド その他の揮発性有機化合物

ジニトロフェニルヒドラジン 固相吸着/溶媒抽出法

ガスクロマトグラフ法

採取

分析 高速液体クロマトグラフ（ＨＰＬＣ）

※採取法はパッシブ型採取機器により行う。

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を受ける。

※ 図示  　・ 設計ＧＬ＝現状ＧＬ

下であることを確認し、報告書を提出する。

　　・地区の区分に応じた風速（Vo(m/sec)） 　 ※３０　・３２

　　・地表面粗度区分　　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　※Ⅲ　　・Ⅳ  

　　※多雪区域の指定

誘導体固相吸着/溶媒抽出法

施工時間、工程、安全対策、工事用道路、仮設設備等は監督職員と協議する。

外部足場の設置に当たっては、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働

省　基発第0424001号平成21年4月24日）」の「手すり先行工法等に関するガイドライン」の別紙１

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式又は(3)手

すり先行専用足場方式により行う。

防護ｼｰﾄ等による養生

・設置しない

なお、出入口等の上部は必要に応じて防護棚を設ける。

材料、撤去材等の運搬　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

※設置する　　　・養生ｼｰﾄ　　・ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ　　・防音ｼｰﾄ　　・防音ﾊﾟﾈﾙ　　・　

既存部分の養生方法　　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　

既存家具等の養生方法　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　

固定された備品、机・ロッカー等の移動　　・行う（図示）

仮設間仕切り等の種別

種　別

・Ａ種

※Ｂ種

・Ｃ種

下　地

※軽量鉄骨

・木造　　

※木製扉　

・

仕上げ材（厚さmm）

※せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（※9.5　・　）

・合板（※９　・　　）　　　　 

・防炎シート

・合板張り程度

充填材（mm）

厚さ（　　）

塗　装

※無し

・片面

※無し

・片面

・行う

 (厚さ　    ) 
仮設扉

　単管　

既存ブラインド、カーテン等の養生方法及び保管場所　　・行う（図示）　　

内部足場  種別　・脚立、足場板等　

外部足場　種別　※枠組足場　・くさび緊結式足場　・単管本足場　・（　　　　　　）

種別　　・A種　　※B種　　・C種　　・D種　　・建設汚泥から再生した処理土

・ 現場内で処理

・ 構内指示の場所に堆積

・ 構内指示の場所に敷き均し

・ 場外に搬出し、関係法令に従い適切に処理する。

　なお、処理にあたっては「建設発生土情報交換システム」を活用する。

　　　　　受入場所：

　　　　　受入時間帯：   　時　　分～　　　時　　分

　　　　　仮置き等：

　　　　　搬出調書を監督職員に提出する

範囲（※図示　　・　　　　　　　　　　）

　構外指定場所に搬出後   ※堆積　・敷き均し

六価クロム溶出試験　　・行う　　・行わない

4

地

業

工

事

 5　砂利地業に使用する

　　砂利

 6　床下防湿層

※再生クラッシャラン　        ・ 切込砂利及び切込砕石

施工範囲　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

防湿工法　　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　・　

 1　鉄筋の種類

 2　溶接金網

 3　鉄筋の継手

 4　鉄筋の最小かぶり厚さ

 5　機械式継手

 6　各部配筋

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接継手　　・機械式継手　　・重ね継手

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ３４５

・

種類の記号 呼び径（mm）

 ※Ｄ１６以下　　

 ※Ｄ１９以上　　

種類の記号、網目の形状、寸法及び鉄線の径は、構造特記仕様書及び図示による。

最小かぶり厚さは目地底から算定する。

・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

施工箇所 標仕表5.3.6の値に加える寸法（mm）

※１０　　柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

適用箇所、性能、種類、工法、品質の確認方法及び不良となった継手の修正方法等は図示による。

※構造特記仕様書及び構造図による。　　・各部配筋参考図による。

 9　混和材料

 1　コンクリートの種類

 2　コンクリートの使用材

　　料、施工条件、要求性

　　能等による種類

 3　コンクリートの

　　設計基準強度

 4　コンクリートの類別

 5　気乾単位容積質量

 7　セメントの種類

 8　骨材の種類

 6　打放し仕上げ

混和剤及び混和材の種類は、構造特記仕様書及び構造図による。

コンクリートの使用骨材による種類

　※普通コンクリート　　・軽量コンクリート

コンクリートの使用材料、施工条件、要求性能等による種類

適用 種　類 適用箇所 特記事項

・

・

・

・

・

寒中コンクリート

暑中コンクリート

マスコンクリート

無筋コンクリート

流動化コンクリート

適用期間（　　　　　　　　）

構造体強度補正値(S)の値　※6N/mm2　・　

セメントの種類（　　　　　　　）

混和材料（　　　　　　　　　）

スランプ（　　　）

スランプ（　　　）

コンクリートの設計基準強度は、構造特記仕様書及び構造図による。

※Ⅰ類　　・Ⅱ類

※2.3t/m3程度　　・　

種別　　　・A種　※B種　・C種

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

アルカリシリカ反応性による区分

　・Ａ

　・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量Ｒt＝3.0㎏/ｍ3 以下）

　※監督職員との協議による。

　352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下のものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合

　を除く。

　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R5210に示された規定の他、水和熱が７日目で

・シリカセメント

・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種

・普通エコセメント

以下の事項は、図示による。

　1) 外部に面するコンクリート打放し仕上げの打増し厚さ

　2) ひび割れ誘発目地の位置、形状及び寸法

せき板の材料は、次による。

　※合板（※12mm　・　　mm） ・床型枠用鋼製デッキプレート　・メッシュ型枠

　・断熱材兼用型枠（適用個所及び品質等は標仕19章９節断熱・防露による）

せき板、支柱の存置期間は、標仕表(6.8.2)、標仕表(6.8.3)による。

2

なお、セメントの種類が普通エコセメントの場合は、次による。

存置期間中
の平均気温

せき板の存置期間

基礎、梁側、柱、壁

施　工　箇　所

圧縮強度が設計基準強度(Fc)

の85％以上又は12N/mm 以上

であり、かつ、施工中の荷重

及び外力について、構造計算

により安全であることが確認

されるまで

ｺﾝｸﾘｰﾄの材齢
による場合(日)

ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮
強度による場合

圧縮強度が5N/mm 
以上となるまで

15℃以上

5℃以上

0℃以上

・（　　　）以上

・（　　　）以上

・（　　　）以上

・（　　　）以上

・（　　　）以上

・（　　　）以上

　・ＭＣＲ工法用シートの使用（打増し厚さ　・20㎜　　打増し範囲　・図示による）

※セメントの種類が普通エコセメントの場合は、次による。　・（　　　　）日以上　

 構造体強度補正値(S)　※標仕表(6.3.2）による。

ただし、普通ポルトランドセメントを用いるコンクリートでは、以下の補正値適用期間を使用する

ことができる。

打設日

6N/mm2補正値 3N/mm2 6N/mm2

７月18日～９月２日 ３月13日～７月17日 11月18日～３月12日
９月３日～11月17日

圧縮強度が設計基準強度以

上であり、かつ、施工中の

荷重及び外力について、構

造計算により安全であるこ

とが確認されるまで

・（　　　）以上

・（　　　）以上

・（　　　）以上

スラブ下 梁下

支柱の存置期間

　

 1　鉄骨製作工場

 3　鋼材

 2　施工管理技術者

 4　高力ボルト

 5　普通ボルト

  　ゲージ等

 7　溶融亜鉛めっき

    高力ボルト

 8　アンカーボルト

 9　デッキプレート

 10　工作図

 11　鉄骨の仮組

 12　溶接接合

 13　溶接条件

 6　縁端距離、ボルト間隔、

　以下とする。

・監督職員の承諾する製作工場

・建築基準法第77条の45第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認定を受けた（株）

　日本鉄骨評価センター及び㈱全国鉄骨評価機構（旧(社)全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場の

　性能評価基準に定める「　　グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上

　の能力のある工場

※適用する

鋼材の材質、形状及び寸法は、構造特記仕様書及び構造図による。

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

　1)ボルトの区分及び径

　2)すべり係数試験の実施、試験方法等

ボルト及びナットの材料等は、構造特記仕様書及び構造図による。

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ボルト径、ゲージ等

セットの種類　　・１種（F8T相当）

摩擦面の処理

※　ブラスト処理(表面粗度50μｍRz以上）

摩擦面の確認方法

・　図示　　・　試験片によるすべり耐力試験　

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

　2)構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状及び寸法

　3)建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

　1)工法の種別

　2)デッキプレートの材質、形状及び寸法

　3)鉄骨部材への溶接方法

　4)耐火認定の有無

増築工事等を含め、既存建築物と取合う箇所がある場合は、現場実測の上作成を行う。

・　行わない　　　・　行う

　仮組を行う範囲及び確認方法等は、図示による。

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

　1)開先の形状

　2)スカラップの形状

　3)エンドタブの切除の有無及び適用箇所

入熱、パス間温度の溶接条件

　適用箇所  　・ 図　示

　　　　 　　 ・ 柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　　　　 　 　・ 

鋼材の種類 溶接材料
入　熱

 （KJ/cm）
パス間温度
 （℃）

400 N 級鋼

490 N 級鋼

520 N 級鋼

JIS　Z　3211

YGW－11，15

YGW－18，19

JIS　Z　3214

YGA－50W，50P

JIS　Z　3211

YGW－11，15

YGW－18，19

JIS　Z　3214

YGA－50W，50P

YGW－18，19

40　以下

40　以下

30　以下

40　以下

30　以下 250　以下

350　以下

250　以下

350　以下

350　以下

　ただし、

　250℃以下、YGW-18，19での作業条件は入熱40KJ/cm以下、パス間温度350℃以下とする。

　・400N級鋼のSTKR・BCR及びBCPの作業条件は、YGW-11，15で入熱30KJ/cm以下、パス間温度

　・490N級鋼のSTKR・BCPの作業条件は、YGW-18，19で入熱30KJ/cm以下、パス間温度250℃

　上記の溶接条件以外による場合は、監督職員と協議する。

　1)ﾎﾞﾙﾄの材質・種類、ねじの公差域ｸﾗｽ、仕上げの程度、縁短距離、ﾎﾞﾙﾄ間隔、ｹﾞｰｼﾞ等

完全溶込み部の超音波探傷試験　　※行う　　　・行わない

・工場溶接の場合

　　AOQL　　　※4.0％　　　・2.5％

　　検査水準　　※第６水準　　・図示

・工事現場溶接の場合

　　AOQL　　　※4.0％　　　・2.5％

塗料　屋外　　※A種（JISK5674 １種）　・B種

工程　見掛かり（※A種　・B種）　見隠れ（・A種  ※B種）

　　　屋内　　※A種（JISK5674 １種）　・B種

・ラス張りモルタル塗り

種　別 適用箇所 所要性能

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

・繊維混入けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・高断熱ロックウール・耐火材巻付け

・耐火板張り

・耐火材吹付け

ボルトの接合方法は構造特記仕様書及び構造図による。

最低板厚6.0mm以上の形鋼、鋼板

最低板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、

鋼板

最低板厚2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

普通ボルト、ナット類、アンカーボルト類

外観検査　※行う　・行わない

めっき付着量の検査　※行う　・行わない

Ａ種（HDZ55）

Ｂ種（HDZ45）

Ｃ種（HDZ35）

亜鉛めっきの種別 材　料 適用部位

図示 耐火1時間

9

防

水

工

事

13

屋

根

及

び

と

い

工

事

14

金

属

工

事

引抜き耐力試験　　　※適用する　　　・適用しない

屋外の場合の形式及び寸法　　  ※下表以外は、標仕14.4.3及び標仕表14.4.2による

野　縁

下地材の間隔（mm）

野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ、ｲﾝｻｰﾄ

周辺部中央部

施　工　箇　所

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の（・１　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重

に対応した工法

天井下地材における耐震性・耐風圧を考慮した補強　　・行う（補強箇所　※図示）

天井のふところが1.5ｍ以上3.0ｍ以下の場合の補強　　※標仕14.4.4(h)(1)及び(2)による　・図示

天井のふところが３ｍを超える場合の補強　　　　　　※図示

取付用下地　　　※標準仕様書による　　・設ける（施工箇所は図示）

伸縮調整継手　　※設けない　　　　　　・設ける（施工箇所は図示）

種類　　　　　　・50型　　・65型　　・90型　　・100型

スタットの高さが３ｍを超える場合　　　　※図示

接着性試験

　　　※簡易接着性試験　・引張接着性試験　（施工対象部位　　　　　　　　　　　）

下表以外は、標仕表9.7.1による

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

・配管用鋼管　　※硬質着色塩化ビニル管（・VP　・RF-VP　　）

 14　溶接部の試験

 15　鉄面錆止め塗料塗り

 16　耐火被覆

 17　軽量形鋼構造

 18　溶融亜鉛めっき

 6　シーリング

 4　とい

 1　あと施工アンカー

 4　軽量鉄骨天井下地

 6　軽量鉄骨壁下地

 4 　ロックウール付け

 1　モルタル塗り材料

 2　床コンクリートの

　　直均し仕上げ

 3　セルフレべリング材

 5　仕上塗材仕上げ

既製目地材の適用　　　※図示

下表以外は標仕表6.2.5及び標仕15.3.2による

施　工　箇　所 平たんさ（mm） 備　考

１mにつき10以下

・せっこう系　　・セメント系

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（支柱調整式）範囲

厚さ　30　mm

種　類 呼　び　名 仕上げの形状等

・

・

・防水形複層塗材ＲＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・複層仕上塗材

・

　樹脂　※アクリル系　・ポリウレタン系

・ゆず肌状　　・凸部処理　　・凹凸状

上塗材

耐候性　・１種　・２種　※３種　

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

・防水形複層塗材Ｅ（透湿

　型）　

※メーカー推奨塗布量による

防水形複層塗材Ｅ（透湿型）を使用する場合

の所要量

防火材料の指定　　　　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

 3　網戸

 5　鋼製建具

外部に面する建具の性能値等

種別　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

枠見込み（mm）　　※建具表による　　（・　　mm）

防音ドアセット、断熱ドアセット、耐震ドアセットの適用及び等級は、建具表による。

結露水の処理方法、水切り板、ぜん板等　　※図示

防虫網

　網の種別　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

　表面処理

施工箇所 種　別 色　合　い　等

無着色

※標準色（ ・ ｱﾝﾊﾞｰ  ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ  ・ ﾌﾞﾗｯｸ  ・ ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・ 

無着色

※標準色（ ・ ｱﾝﾊﾞｰ  ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ  ・ ﾌﾞﾗｯｸ  ・ ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・ 

※ B-1種

・ B-2種

・

※ C-1種

・ C-2種

・

内部建具

外部建具

簡易気密型ドアセットの性能の適用は建具表による

外部に面する建具の耐風圧性（・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６）

鋼板類の厚さ（１枚の戸の有効開口幅950mm、又は 有効高さ2,400mmを越える場合）

簡易気密型ドアセットの性能の適用は建具表による

鋼板　※ 亜鉛めっき鋼板　　・ ビニル被膜鋼板　　・ カラー鋼板

召合せ、縦小口包み板の材質　※鋼板　　・ ステンレス鋼板　　・ アルミニウム合金

　鋼板

材　料 メッキ付着量 厚　さ

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

・JIS G 3317（溶融亜鉛-5%アルミ

　ニウム合金めっき鋼板

　※　下表以外は標仕表16.4.2による

※Z12又はF12

※Y08

・

・

区　分 使　用　箇　所 厚さ（mm）

出入口

窓 枠類

枠類

戸 中骨

外部に面するスイングドアの建具

外部の下枠、水切り板 2.3

2.3

2.3

鋼板の厚さ　　・標仕表16.5.1による。

建具用金物は、下記以外については、建具表による。

マスターキー　※製作する　・製作しない

その他の鍵　※各室3本1組　・　

鍵箱　※有り　・無し　

ガラスの種類、品質、厚さ等は、建具表による

ガラス留め材

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

熱線反射ガラスの映像調整　※行わない　　・行う（建具表による）

　　確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

建具の種類 材　　　種

ただし、防火戸は建築基準法に基づく規定に定められたもの又は認定を受けた条件による

アルミニウム製

鋼製及び軽量鋼製

ステンレス製 ※シーリング材

※シーリング材

※シーリング材　・ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

　※標仕表16.14.1による。ただし、強化ガラス及び倍強度ガラスを使用する場合は性能値等が

 2　素地ごしらえ

 1　材料

目地：継ぎ目処理工法

目地：継ぎ目処理工法以外

　　

下　地　面　等 種　別

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき面

モルタル面、プラスター面

コンクリート面、ALCパネル面、押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

防火材料　　※屋内の壁及び天井仕上げ材は、防火材料とする。

　　　　　　・次の箇所を除き、防火材料とする。（箇所：　　　　）

事

工

他

の

そ

び

及

ト

ッ

ニ

ユ

20

事

工

水

排

21

事

工

装

舗

22
8　ブロック系舗装

 2　ビニル床タイル張り

 3　帯電防止床材張り

 4　ビニル幅木

 5　カーペット敷き

10　せっこうボードその他

　　のボード張り

13　断熱材

〔接着形〕

〔置敷形〕

特殊機能（ ・ 帯電防止　 ・ 耐動荷重性　 ・ 防滑性　 ・ 耐薬品性 ）

　または、体積電気抵抗値（JIS A1454）1.0X10^7～10^10Ω程度

高さ（mm）　※60　　・75　　・100

防炎性能は、消防法で定める防炎性能を有し、登録されているものとする。

種　類
JISの
記号 （mm）

厚さ 寸 法
（mm）

備　考

・複層ビニル床タイル

・コンポジションビニル床タイル

・置敷きビニル床タイル

〔接着形〕

ＦＴ

ＫＴ

ＦＯＡ

※ 2.0 ・300×300

・450×450

・500×500

・

・帯電防止性能評価値（JIS A1455）1.2以上～3.2未満、

・ 3.0

見切金物及び押さえ金物の材質、種類及び形状は、図示による。

・タイルカーペット

※第一種

・第二種

※ループパイル

・カットパイル

種　別 パイル形状
敷き方

平場 階段部分
施工箇所

種　類 JISの記号 厚さ（mm）、規格等

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

・パーティクルボード

・けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

HW

NW

MDF

0.8FK

1.0FK

DR

・15　・20　・25

・15　・20　・25

・

・

タイプ２（無石綿）

・

※フラットタイプ（※9　・12　・　　　）

・凹凸タイプ（※12　・15　・　　）

　　　　　 　　化粧有（トラバーチン模様）

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材    　※適用する　　・適用しない

せっこうボードの目地工法等

　エッジの種類　　・テーパーエッジ　・ベベルエッジ　・スクェアエッジ

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・化粧せっこうボード

・メラミン樹脂化粧板

・難燃合板

・ 

・ 

　目地工法の種類　・継目処理工法　　・突付け工法　　・目透し工法

GB-R

GB-NC

GB-S

GB-F

GB-D

･9.5　･12.5(不燃)　・15.0(不燃)

･9.5(不燃) 　　化粧無（下地張り用） 

･9.5　　･12.5（（個）不燃）

※12.5（不燃）・15.0（不燃）

･9.5　　･12.5（不燃）　幅440mm程度、専用下地付

模様　※トラバーチン　　・木柾目　・木板目　

JIS K6903による　厚さ1.2

　断熱材は、JIS A 9521、JIS A 9511、JIS A 9526によるものとする。

種　　類 発泡材の種類 種　類 厚さ(mm) 施行箇所

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・押出法ポリスチレンフォーム保温材

　(ｽｷﾝなし)

・硬質ウレタンフォーム保温材

・フェノールフォーム保温材

　（3種2号除く）

・保温板(2種b)

・保温板(3種b)

・

・

※A種

・25　

・25　

・　

・　

・　

・　

・　 ・　

・　

・　

・　 ・　

・　

・　

・　

・　

・　

 1　フリーアクセスフロア

 2　可動間仕切

11　ブラインドボックス

10　ブラインド

14　ピクチャーレール

15　天井点検口

30　EXP.J金物

34　鏡

　　及びカーテンボックス

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・5,000N

・3,000N

・0.6Ｇ

・1.0Ｇ

・　

・500×500

表面仕上げ材耐荷重性能許容水平力
（㎜）

仕上り高
（㎜）
仕上寸法

構　法施工箇所

・帯電防止床タイル・3,000N・1.0Ｇ・500×500

・置敷式

・支柱

　調整式

　・Ｆ☆☆☆☆　　・　

ホルムアルデヒド放散量

　・0　　・12　　・20　　・28　　・36

遮音性能（db/500Hz）

構造形式、構成基材、パネル表面仕上げ、パネル内建具形状については、建具表による。

空調用吹き出しパネル　　　※無し　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）

　　　　　　　　　　　　　※配線取り出し開口： 40mmＸ80mm 程度の開口　　　・　

配線取出しパネル　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　※20～30%

コンセントの箇所数　     ※10～15m に１箇所程度

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様（ただし、構成材は共仕による）　　・図示

寸法精度　　※標仕20.2.2(b)(5)(i)～(ⅲ)による　　・　

・タイルカーペット・5,000N・0.6Ｇ・　

・置敷式

・支柱

　調整式

200

　　色彩　　　・Ｂ－１　・Ｂ－２（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

※　180×150 

※　150×80　・180×80   　・ 

※　120×80　・150×80     ・ 

※　120×150 ・90×150　 　・ 

・カーテン＋横形ブラインド

・カーテン（又はレース共）

・縦形ブラインド

・横形ブラインド

溝幅×深さ（mm）使用区分

※市販品（アルミニウム製　押出し型材）　　・図示

・100

・80

※25

・

・クロススラット

・アルミスラット

・

※アルミニウム合金製

・電動

※２本操作コード

・１本操作コード

・電動

・操作棒式

※ギア式　　・コード式

・縦型

※横型

スラットの幅（mm）スラットの材質操作方法/種類形　式

　　　　　　個　数　　2個/レール1m

　　　　　　耐荷重　　25kg程度/個

ランナー　　材　質　　本体：真鍮性　　フック：ステンレス製（可動式）

　　　　　　形　式　　先付け天井埋込型（見切縁兼用）

レール　　　材　質　　・アルミニウム製（シルバー）

・天井仕上げ材がＤＲの範囲

※図示　目地タイプ

・

・　600×600

・　450×450下記以外全て　額縁タイプ

寸法（ｍｍ）適用箇所目地形状

・無し・150

　　　　　・100・50

 ・ ステンレス製

 ※ アルミニウム製

備　考耐火性能クリアランス材　質

　　　　　　　　　　

※有り（　1時間　）

厚さ(mm)

※図示

取付箇所、寸法及び取付方法

図示

 1　排水管

基床の厚さ及び種類　　　※図示　　・　

接着接合

B形（ゴム接合）

※ＶＰ　　・ＶＵ　　・RS-VU

※外圧管（※１種　・２種）

・硬質ポリ塩化ビニル管

※遠心力鉄筋コンクリート管※遠心力鉄筋コンクリート管

管形状（接合方法）管の種類材　種

排水管用材料

地業に用いる材料　　　※標仕(21.2.1)(g)(1)及び(2)　　・ 図示　

車道部　※80

黄色とする

誘導、注意喚起用は

・表面化粧タイプ

※標準タイプ

・植生タイプ

・透水性タイプ

・誘導、注意喚起用タイプ

※普通タイプ

表面加工及び色彩等種　類

・インターロッキングブロック舗装

※100　・804MPa以上

3MPa以上

5MPa以上

曲げ強度 厚さ（mm）

歩道部　※60

横断面勾配

２％

1.5～２％

目地材　　※砂

※建具表による

※建具表による・撤去工法

・かぶせ工法

改修工法 適用箇所

管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印
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仝　上

実験室

１

ビニール巾木　Ｈ＝６０

階 室　名 巾　木 壁 天　井 廻縁 備　考天井高床

塩ビ見切縁　突付

塩ビ見切縁　目透シ

木 木製廻縁凡例

屋内　１９型

屋外　２５型

Ｒ　コンクリート面

Ｌ　ＬＧＳ面

CB　コンクリートブロック面

特記無き限り天井下地はＬＧＳとする

仝　上　　Ｈ＝６０ 仝　上 仝　上

仝　上　　Ｈ＝６０ 仝　上 仝　上

仝　上　　Ｈ＝６０ 仝　上 仝　上
ブラインドボックス

富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785

理　事　長  　　　藤　　井　　均

管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

外部仕上表

タテドイ
掴み金物：ＳＵＳ製（既製品）＠１,２００内外

外　壁

巾　木
コンクリート打放し　防水型複層塗材ＲＥ

既存カラーＶＰ１５０φ　撤去　カラーＶＰ１５０φ　新設

一部ｔ２５ボーダータイプ（Ｌ２５－１０Ｓ）

押出成型セメント版ｔ１８（ラムダ１Ｈ耐火構造仕様）ウレタン系塗装品

コンクリート直均し

ＯＡフロア　Ｈ１５０下地　タイルカーペットｔ６．５

風除室

廊下
コンクリート直均し

軒　天
既存ケイカル板ｔ６　軽天下地共撤去　ケイカル板ｔ６　目透し張　ＥＰ　軽天下地共新設

Ｌ　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＥＰ－Ｇ塗り

Ｌ　ＧＢ－Ｆｔ１２．５＋１２．５両面張り＋ＥＰ－Ｇ塗り（防火上主要な間仕切）

既存ケイカル板ｔ６　軽天下地共撤去

ＧＢ－Ｒｔ９．５＋ＤＲｔ９．０　軽天下地共新設

ステンレスライニング

ステンレスライニング

３，０００

３，０００

３，０００

３，０００

教員室１～５

コンクリート直均し

（東リ　ロイヤルストーン・モア同等品）

ＯＡフロア　H150（5000Nﾀｲﾌﾟ）下地　複層ビニル床タイルｔ３

ＯＡフロア　H150（5000Nﾀｲﾌﾟ）下地　タイルカーペットｔ6.5

仕上表・面積表

ビニール巾木　Ｈ＝６０
コンクリート直均し

ＯＡフロア　Ｈ１５０下地　タイルカーペットｔ６．５

Ｌ　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＥＰ－Ｇ塗り

Ｌ　ＧＢ－Ｆｔ１２．５＋１２．５両面張り＋ＥＰ－Ｇ塗り（防火上主要な間仕切）

既存ケイカル板ｔ６　軽天下地共撤去

ＧＢ－Ｒｔ９．５＋ＤＲｔ９．０　軽天下地共新設

ステンレスライニング
３，０００

改

修

前

３，０００

改

修

後

キャリアセンター
既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま

ビニール巾木　Ｈ＝６０
コンクリート直均し

ＯＡフロア　Ｈ１５０下地　タイルカーペットｔ６．５

Ｌ　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＥＰ－Ｇ塗り

Ｌ　ＧＢ－Ｆｔ１２．５＋１２．５両面張り＋ＥＰ－Ｇ塗り（防火上主要な間仕切）

既存ケイカル板ｔ６　軽天下地共撤去

ＧＢ－Ｒｔ９．５＋ＤＲｔ９．０　軽天下地共新設
３，０００

改

修

前

３，０００

改

修

後

既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま

ステンレスライニング

実験室

教員室１，２

教員室３～５

会議室

共通事項

屋上スラブ下、共同溝に面するスラブ、吹抜け等軒天面するスラブ下には、断熱材ｔ25打込みのこと。（フォームポリスチレン板）

土間下には断熱材ｔ25を設ける。

土間下には防湿シートｔ0.15を設ける。

コンクリート打放シ増しコンクリートは特記なき限りは、外部20mm・内部10mmとする。

外部開口部（サッシ・換気口・設備機器等）廻り、及び断熱材欠損部分は現場発泡ウレタン充填のこと（開口部廻りは防水モルタルトロ詰メの上）

同一仕上げ面で下地の異なる部分には目地を設ける。

コンクリートブロック面で左官仕上をする箇所には平ラス1号を施す。

ビニール床シートは全て溶接継手とする。

壁・天井内隠ペイ部分において、鉄部（溶融亜鉛メッキ処理部分を除く）には錆止めを施す。

外部に面する壁で内部仕上がタイル又は打放シ仕上以外の内壁側には、現場発泡ウレタンｔ20吹付けのこと。（オゾン層破壊係数ゼロタイプ）

シーリング　アルミパネル及びＰＣ板　　　　　　15×10

シーリング　無石綿ケイカル面シール部分　　　　10×7

シーリング　建具廻り・アルミ水切廻り・その他　10×10

シーリング　タイル伸縮目地・打継ぎ部・その他　25×20

既設建物取り合い部に関する解体工事・改修工事によっては既設建物周辺再調査の上、詳細及び寸法及び範囲を決定のこと。

屋内タテドイは防露処理を施す。（発泡ポリスチレンｔ20　ビニールテープ巻き　機械設備工事）

ＬＧＳ間仕切り壁は梁下及びスラブ下までとする。

消火器ボックス　２箇所　（ユニオン　ＵＦＢ－１Ｆ－２７４０Ｎ同等）

面　積　表

実験室

教員室１

ホール

教員室２

教員室３
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内部仕上表

参考：第二期工事　内部仕上表
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富山県立大学　合同棟　増築工事

単位＿ｍ2

計

床面積計算表

室　名 計算式（ＸｘＹ）

風除室

ホール

実験室

教員室１

教員室２

教員室４

教員室３

2.767x2.62

5.90x4.162

5.90x4.162

4.288x5.862

6.388x4.162

5.90x4.162

10.767x1.70+2.767x1.542

6.345x10.025+2.602x0.38+1.033x5.862

1階

教員室５

ＰＳ 0.58x2.235 1.2963

24.5558

26.5868

25.1362

24.5558

24.5558

70.6528

22.5706

7.2495

床面積　合計 227.16

管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印



仝　上

実験室

１

ビニール巾木　Ｈ＝６０

階 室　名 巾　木 壁 天　井 廻縁 備　考天井高床

塩ビ見切縁　突付

塩ビ見切縁　目透シ

木 木製廻縁凡例

屋内　１９型

屋外　２５型

Ｒ　コンクリート面

Ｌ　ＬＧＳ面

CB　コンクリートブロック面

特記無き限り天井下地はＬＧＳとする

仝　上　　Ｈ＝６０ 仝　上 仝　上

仝　上　　Ｈ＝６０ 仝　上 仝　上

仝　上　　Ｈ＝６０ 仝　上 仝　上
ブラインドボックス

富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785

理　事　長  　　　藤　　井　　均

管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

外部仕上表

タテドイ
掴み金物：ＳＵＳ製（既製品）＠１,２００内外

外　壁

巾　木
コンクリート打放し　防水型複層塗材ＲＥ

既存カラーＶＰ１５０φ　撤去　カラーＶＰ１５０φ　新設

一部ｔ２５ボーダータイプ（Ｌ２５－１０Ｓ）

押出成型セメント版ｔ１８（ラムダ１Ｈ耐火構造仕様）ウレタン系塗装品

コンクリート直均し

ＯＡフロア　Ｈ１５０下地　タイルカーペットｔ６．５

風除室

廊下
コンクリート直均し

軒　天
既存ケイカル板ｔ６　軽天下地共撤去　ケイカル板ｔ６　目透し張　ＥＰ　軽天下地共新設

Ｌ　ＧＢ－Ｒｔ１２．５＋ＥＰ－Ｇ塗り

Ｌ　ＧＢ－Ｆｔ１２．５＋１２．５両面張り＋ＥＰ－Ｇ塗り（防火上主要な間仕切）

既存ケイカル板ｔ６　軽天下地共撤去

ＧＢ－Ｒｔ９．５＋ＤＲｔ９．０　軽天下地共新設

ステンレスライニング

ステンレスライニング

３，０００

３，０００

３，０００

３，０００

教員室１～５

コンクリート直均し

（東リ　ロイヤルストーン・モア同等品）

ＯＡフロア　H150（5000Nﾀｲﾌﾟ）下地　複層ビニル床タイルｔ３

ＯＡフロア　H150（5000Nﾀｲﾌﾟ）下地　タイルカーペットｔ6.5

共通事項

屋上スラブ下、共同溝に面するスラブ、吹抜け等軒天面するスラブ下には、断熱材ｔ25打込みのこと。（フォームポリスチレン板）

土間下には断熱材ｔ25を設ける。

土間下には防湿シートｔ0.15を設ける。

コンクリート打放シ増しコンクリートは特記なき限りは、外部20mm・内部10mmとする。

外部開口部（サッシ・換気口・設備機器等）廻り、及び断熱材欠損部分は現場発泡ウレタン充填のこと（開口部廻りは防水モルタルトロ詰メの上）

同一仕上げ面で下地の異なる部分には目地を設ける。

コンクリートブロック面で左官仕上をする箇所には平ラス1号を施す。

ビニール床シートは全て溶接継手とする。

壁・天井内隠ペイ部分において、鉄部（溶融亜鉛メッキ処理部分を除く）には錆止めを施す。

外部に面する壁で内部仕上がタイル又は打放シ仕上以外の内壁側には、現場発泡ウレタンｔ20吹付けのこと。（オゾン層破壊係数ゼロタイプ）

シーリング　アルミパネル及びＰＣ板　　　　　　15×10

シーリング　無石綿ケイカル面シール部分　　　　10×7

シーリング　建具廻り・アルミ水切廻り・その他　10×10

シーリング　タイル伸縮目地・打継ぎ部・その他　25×20

既設建物取り合い部に関する解体工事・改修工事によっては既設建物周辺再調査の上、詳細及び寸法及び範囲を決定のこと。

屋内タテドイは防露処理を施す。（発泡ポリスチレンｔ20　ビニールテープ巻き　機械設備工事）

ＬＧＳ間仕切り壁は梁下及びスラブ下までとする。

消火器ボックス　２箇所　（ユニオン　ＵＦＢ－１Ｆ－２７４０Ｎ同等）

面　積　表

実験室
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ホール
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富山県立大学　合同棟　増築工事

単位＿ｍ2

計

床面積計算表

室　名 計算式（ＸｘＹ）

風除室

ホール

実験室

教員室１

教員室２

教員室４

教員室３

2.767x2.62

5.90x4.162

5.90x4.162

4.288x5.862

6.388x4.162

5.90x4.162

10.767x1.70+2.767x1.542

6.345x10.025+2.602x0.38+1.033x5.862

1階

教員室５

ＰＳ 0.58x2.235 1.2963

24.5558

26.5868

25.1362

24.5558

24.5558

70.6528

22.5706

7.2495

床面積　合計 227.16

防　火　材　料

（準不燃　QM-9828）

（不燃　NM-8619）
（不燃　NM-8615）

（不燃　NM-0879）

（準不燃　QM-9826）

ＧＢ－Ｒ　t9.5（石こうボード）

ＧＢ－Ｒ　t12.5（石こうボード）

ＧＢ－Ｓ　t9.5（耐水石こうボード）
ＧＢ－Ｓ　t12.5（耐水石こうボード）

化粧吸音石こうボード　t9.5（スクエアートーン・Ｄ）

ＧＢ－ＮＣ　t9.5（化粧石こうボード） （不燃　NM-0296）
穴あき石こうボード　t12.5

（準不燃　QM-9826）

（準不燃　QM-9827）

ＧＢ－Ｆ　t12.5、15、21（強化石こうボード）

SOP、FE、2-FUE、EP、

EP-M、EP-T、EP-G、AE、
NAD、2-ASE

不燃材料下地

準不燃材料下地
難燃材料下地

（不燃　NM-8585）

（準不燃　QM-9816）
（難燃　RM-9364）

※塗料は下記による

建基法28条の2関係

建基法28条の2に基づき、使用する材料は石綿等を添加したものは用いないこと。

内装に用いる材料はすべてＦ☆☆☆☆品を用いること。

建基法37条関係

建基法37条に基づき、使用する材料は日本工業規格又は日本農林規格に適合する

もの又は国土交通大臣の認定を受けたものを用いること。

ＤＲ　t9.0（ロックウール化粧吸音板） （不燃　NM-8599）

（不燃　NM-8578）ケイカル板

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材　ｔ50、ｔ100 （不燃　NM-0454）

管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印

仕上表・面積表（確認申請）
Ａ－０４－２



書棚A 書棚A 書棚A 書棚A 書棚A 書棚A 書棚A 書棚A

管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

理　事　長  　　　藤　　井　　均

1/100 監修担当縮尺図面名一級建築士事務所　  登録（１０）３２号

図面番号富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785 工事名
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（供用開始：Ｈ30年1月～）
合同棟　既存１階 平面図
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既存竪樋　ｶﾗｰVP150φ：撤去

既存掃除口：撤去

既存鋼製建具：撤去

既存竪樋　ｶﾗｰVP150φ：撤去

既存掃除口：撤去

地中梁の位置を示す

GL下部　共同溝の位置を示す
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改修第二期　平面図（参考図：今回工事範囲外）
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既存雨水配管を示す

既存雨水配管を示す

平面図
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(69.32)
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教員室２

（註記）

－天井裏防火上主要な間仕切りの範囲を示す
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－消火器の位置を示す（消火器ボックス組込み）

－消火器の位置を示す（床置き）

消 消

消

会議室１

会議室２

会議室３

消

既存ﾗｲﾆﾝｸﾞ撤去部分はEP-G塗補修を施す

富山県立大学　合同棟　増築工事

Ａ－０５

管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印



■　消防法上の無窓階チェック　（１／３０）　※今回増築範囲のチェック

管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

理　事　長  　　　藤　　井　　均

1/100 監修担当縮尺図面名一級建築士事務所　  登録（１０）３２号

図面番号富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785 工事名
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（供用開始：Ｈ30年1月～）
合同棟　既存１階 平面図
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既存竪樋　ｶﾗｰVP150φ：撤去

既存掃除口：撤去

既存鋼製建具：撤去

既存竪樋　ｶﾗｰVP150φ：撤去

既存掃除口：撤去

地中梁の位置を示す

GL下部　共同溝の位置を示す
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風除室
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(69.32)

(23.85)
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－消火器の位置を示す（消火器ボックス組込み）

－消火器の位置を示す（床置き）

消

消

富山県立大学　合同棟　増築工事

3
,
8
2
0 将来の間仕切り改修により

主要な間仕切り壁が必要と
なる部分を示す。

室　名 室面積（㎡） 必要開口面積
（㎡）

判　定

実験室

教員室１

教員室２

教員室３

教員室４

教員室５

70.65　㎡

24.56　㎡

24.56　㎡

25.13　㎡

26.58　㎡

24.56　㎡

10.10　㎡

（1/7）

2.46　㎡

2.46　㎡

2.52　㎡

2.66　㎡

2.46　㎡

（1/10）

（1/10）

（1/10）

（1/10）

（1/10）

AW-1×2+AW-2×1+AD-1×1

（1.55×1.65）×2+（1.49×1.65）×1

＝11.44

+（（1.55×2.15）+（1.55×0.35））×1

AW-1×1

（1.55×1.65）×1

＝2.55

AW-1×1

（1.55×1.65）×1

＝2.55
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（1.55×1.65）×1

＝2.55

AW-1×2

（1.55×1.65）×2

＝5.11
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（1.55×1.65）×2

＝5.11

N

室　名 室面積（㎡）
必要開口面積

（㎡） 有効開口面積（㎡） 判　定

実験室

教員室１

教員室２

教員室３

教員室４

教員室５

70.65　㎡
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24.56　㎡

25.13　㎡
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24.56　㎡

AW-1×1
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3.53　㎡

1.23　㎡

1.23　㎡

1.26　㎡

1.33　㎡

1.23　㎡

AW-1×2+AW-2×1+AD-1×1

（1.55×1.65×1/2）×2+（1.49×1.65×1/2）×1

+（0.80×2.15）×1

＝5.50

（1.55×1.65×1/2）×1

＝1.27

（1.55×1.65×1/2）×2

＝2.55

（1.55×1.65×1/2）×1

＝1.27

（1.55×1.65×1/2）×2

＝2.55

（1.55×1.65×1/2）×1

＝1.27

必要開口面積
（㎡） 有効開口面積（㎡） 判　定階　数 床面積（㎡）

１階 227.16　㎡ 7.57　㎡ AW-1×9+AW-2×1+AD-1×1+AD-2×1

（1.55×1.65×1/2）×9+（1.49×1.65×1/2）×1

+（1.55×2.15）×1+（1.55×2.15）×1

＝19.40
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■　採　光　チ　ェ　ッ　ク　（１／７、１／１０）

■　換　気　チ　ェ　ッ　ク　（１／２０）

■　法チェックに用いる建具開口寸法について

※法チェックに用いる建具開口寸法は、現場での施工

　誤差などを考慮し、設計寸法より50ｍｍ差し引いた

　ものを用いる。

設計寸法

Ｗ、Ｈ

法チェックに用いる寸法

（Ｗ-50）、（Ｈ-50）

１ＦＬ

Ｈ
1
,
2
0
0
以

下

Ｗ

■　採光補正係数の検討

合同棟
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3
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1
,
7
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0開口部の中心線

ｈ
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8
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ｄ：22,000
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一般教養棟

採光補正係数Ａ＝ｄ/ｈ×α-β

　α＝6、β＝1.4（住居系地域）

Ａ＝22,000/7,850×6-1.4

　＝15.41＞3

∴Ａ＝3とする

（㎡）
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補正
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（註記）

　（天井裏まで達しめること）

－防火上主要な間仕切りの範囲を示す

管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印

（天井裏のみ）

平面図（確認申請）
Ａ－０５－２



@500 160
地中梁巾

500 160 500 @500

合板ｔ15捨張の上
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄｔ6.5

あと施工ｱﾝｶｰM10@1,800
大引：90*90/2

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
W500*H250

既存地中梁

土間ｺﾝ　ｔ200

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑｔ0.15
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑｔ25

既存鋼製建具　撤去

日付
工事名富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785 図面番号

一級建築士事務所　  登録（１０）３２号 図面名 縮尺 担当 監修

理　事　長  　　　藤　　井　　均

管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

廊下

共同溝

学生実験室

LGS65下地
GB-Rt12.5+12.5+EP-G塗

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
W500*H250

既存地中梁

既存ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ板t25

既存水切：PC版

既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt60

柱・梁：RW吹付ｔ30

既存地中梁

230270

500

OAﾌﾛｱ　H150
既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt60　撤去復旧

　　　　　ｔ6　AEP　撤去

廊下

共同溝

学生実験室

既存ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ板t25既存ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ板t25

既存水切：PC版

既存外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
　　　　　防水型複層塗材

3,
0
25

既存地中梁

既存自由勾配側溝
1,000 11,460 1,000

既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt60　撤去復旧

　　　　　ｔ6　AEP　撤去
既存軒天：無石綿ｹｲｶﾙ板

新設竪樋：ｶﾗｰVP150φ

S=1/50

S=1/50

改修前断面詳細図

改修後断面詳細図

教員室 教員室廊下

ピロティ

既存ｶﾗｰVP150φ　撤去
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既存基礎

既存基礎

新設竪樋つなぎ込み

振止：L-65*65@1,800程度

あと施工ｱﾝｶｰ：

２ＦＬ

RW充填

外壁：押出成型ｾﾒﾝﾄ版（ﾗﾑﾀﾞ1H耐火構造仕様）塗装品

現場発泡ｳﾚﾀﾝｔ25

軽天下地：新設

１ＦＬ

設計ＧＬ

Ｘ7 Ｘ10

Ｘ7 Ｘ10

外壁：押出成型ｾﾒﾝﾄ版（ﾗﾑﾀﾞ1H耐火構造仕様）素地

　　　裏面現場発泡ｳﾚﾀﾝｔ25

　　　裏面現場発泡ｳﾚﾀﾝｔ25

取合部：耐火ｼｰﾙ

既存ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ板t25

既存ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ板
W600程度切欠

吊材：C-100*50*20*3.2@450

既存ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ板
W600程度切欠

既存軽天下地：撤去既存軽天下地：撤去

軽天下地：新設
防火上主要な間仕切り

GB-Fｔ12.5+12.5両面張り

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し　防水型複層塗材 巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し　防水型複層塗材

既存柱型

既存外壁：既存のまま

１ＦＬ

設計ＧＬ
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軽天下地：新設
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ﾚﾝｶﾞ敷　ﾓﾙﾀﾙ目地詰
ﾓﾙﾀﾙ塗ｔ30
砕石ｔ50

既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt60
撤去復旧

水切：ﾓﾙﾀﾙ塗
ﾚﾝｶﾞ敷　ﾓﾙﾀﾙ目地詰

既存埋設配管
VP200φ

新設掃除口
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外壁：押出成型ｾﾒﾝﾄ版　塗装品

外壁：押出成型ｾﾒﾝﾄ版　塗装品
　　　（ﾗﾑﾀﾞ1H耐火構造仕様）

断面詳細図 1/50

吊材：LGS65下地
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管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

理　事　長  　　　藤　　井　　均
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管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏
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－ｹｲｶﾙ板ｔ6　目透し張　AEP塗 いあ －GB-Rｔ9.5+DRｔ9.0 いあ －GB-Rｔ9.5+DRｔ9.0－ｹｲｶﾙ板ｔ6　目透し張　AEP塗
　既存のまま 　既存のまま

－天井点検口：ｱﾙﾐ製　450*450 －天井開口補強を示す

管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

理　事　長  　　　藤　　井　　均

1/100 監修担当縮尺図面名一級建築士事務所　  登録（１０）３２号

図面番号富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785 工事名
日付
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（供用開始：Ｈ30年1月～） （供用開始：Ｈ32年7月～）
合同棟　既存１階 天井伏図 合同棟　既存１階 天井伏図 改修第二期　天井伏図（参考図：今回工事範囲外）

ホール

い い教員室１

教員室４ い

教員室５ い

900*900 900*900

900*900900*900

900*900 900*900

900*900

900*900

900*900

900*900

い会議室

会議室 い

会議室

ｱﾙﾐ製EXP.J
壁-天井用

（註記）

（註記）
既存ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ撤去部分は、ﾋﾞｽ穴ﾊﾟﾃ埋めなどの
補修を行う。

２階学生実験室に天井点検口２か所を本工事で見込むこと。

ｱﾙﾐ製EXP.J
壁-天井用

ｱﾙﾐ製EXP.J
壁-天井用

ｱﾙﾐ製EXP.J
壁-天井用

教員室２

い

600*600 600*600

600*600

600*600

600*600

600*600

600*600

200×200

XXX*XXX

ｱﾙﾐ製EXP.J
壁-天井用

ｱﾙﾐ製EXP.J
壁-天井用

ｱﾙﾐ製EXP.J
壁-天井用

ｱﾙﾐ製EXP.J
壁-天井用

ｱﾙﾐ製EXP.J
壁-天井用

富山県立大学　合同棟　増築工事

Ａ－０９

管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印



管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

理　事　長  　　　藤　　井　　均

1/100 監修担当縮尺図面名一級建築士事務所　  登録（１０）３２号

図面番号富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785 工事名
日付

レバーハンドル

引き手

辷り出し 開き角度調整装置

戸当たり・ﾌﾗﾝｽ落とし

20．アルミサッシには標準附属金物一式を取り付けるものとする

19．外部アルミ製建具の性能は強度 240㎏/㎡，気密性 8m3/h･㎡，水密性 35㎏/㎡ 以上とする

10．錠はマスターキーシステムとしてマスターキーシステムは現場打合わせによる

隠し丁番

辷り出し

□　特記事項

５．サッシ方立・壁取り合いはアルミPL-1.5曲加工を入れる　（仕上げは建具に合わせること）

２．戸当たりの取り付け位置（床付，壁付）は現場指示とする

８．煙感連動自動閉鎖装置は組込みまでを本工事とし、作動電源送り込みまでを電気工事とする

７．煙感連動自動閉鎖扉には防煙用不燃性パッキン取り付けのこと（上枠，竪枠の３方）

９．建築金物錠の材質はステンレスとする（ドアチェックは指定色焼付け塗装、オートヒンジは中心軸吊り式）

１．建具の開き勝手は平面図及び平面詳細図による

６．外部アルミサッシ、アルミガラリ等にはアルミ水切りを付ける（打放し部は打放し用及び建具に合わせる）

Ｂ

Ｂ

Ｃ

16．排煙オペレーターの操作ボックス、配管は共に壁埋込み又はサッシ枠埋込みとする操作ボックスカバーは

14．外部建具及び水掛り部建具の枠廻りはシリコン系シーリング材とする

Ｃ

建具枠巾

Ｂ

Ｃ

Ｃ

　　ステンレスヘアーライン仕上げとし、FL+800~1,500（クレセントはFL+1,500以内）に取り付けるものとする

　木製窓

Ａ６

18．防音扉は内部ロックウール充填，３方枠，沓摺共クロロプレンゴムパッキン入りとする（遮音性能 30dB 以上）

ＷＷ

11．キーボックスは必要な個数の入るものを職員室に設ける

　　ステンレスエッジを取り付けるものとする

12．外部建具,DS,PS,EPS,等の枠廻りにはパッキング枠（４方）をを取り付ける

17．自動扉の安全光線は光電管式とし枠内に組込む。自動扉は手動でも開閉可能とし、自動扉の表示をする

13．軽量スチール製扉は表面材（化粧鋼板 0.8）芯材（ペーパーハニカムコア）とパネルエッジ部分は

□　建　具　凡　例

これに類する建具は詳細図に依るものとし、本表には含まないものとする。

本表は設計図に示す建具及び特記事項等を一括して表す。戸棚及びカウンターその他

符　号

ＷＤ

□　一　般　事　項

15．建具のガラスはシリコン系シーリング押さえとする。外部出入口開き戸シリンダー錠使用箇所は、

　３　床面より上部につく場合

４．サッシ腰のアルミ膳板，アルミ額縁は見付25とし、膳板には結露受けを付けることとする

　　（仕上げは建具に合わせること）

　　（合成樹脂網，枠は建具に準じる）

フラッターレール 戸当たり

３．アルミサッシには特記なき限り（外部に面する部分に限る）可動網戸付とする

　１　床仕上げの異なる場合

　　閉錠表示板を設ける

　アルミ製扉

Ｐ

ＡＤ

ＡＷ

ＴＢ

　木製扉

　アルミ製窓

　ふすま

　２　床仕上げ高の異なる場合

　４　外部出入口　内部水がかり部

　網入型板ガラス　　　６．８㎜

　テンパライト　　　　

　線入磨き板ガラス　　６．８㎜

材　　　料

　フロート板ガラス　　３㎜

材　　　料

　５　防音扉

□　沓　　　　　摺　（特記なき限り下記による）

ＷＫＨ

60°外倒し(共通)引手ﾜﾝﾀｯﾁ方式

21．各室の引き違いアルミサッシのクレセントは錠付きとする

　空気層　　　　　　　６㎜

丁番３枚吊り

　網入磨き板ガラス　　６．８㎜

　線入型板ガラス　　　６．８㎜ 　型板ガラス　　　　　４㎜

　６　PS等点検口で床面につく場合

　フロート板ガラス　　５㎜

符　号

戸当たり

施錠類

引き違い

レバーハンドル

外倒し

両開き

支持類開閉方式

親子開き

片開き

握り錠

Ｂ 扉厚巾

　７　PS等点検口で床面より上部につく場合

Ａ

　注）材種は特記なき限りはステンレス製とする

シリンダー本締り錠

備　考

□　標準建具金物　（特記なき限り下記による）

目地棒

Ｃ

ＰＴＷ

ＷＫＴ

ＦＬ５

Ｆ４

ＰＨＷ

Ｓ

ＳＳ

Ｆ

符　号

　障子

ＦＬ３

□　硝　子　凡　例

符　号

材　　　料

引き分け

片引き

　トイレブース

ＴＰ

　可動間仕切 

材　　　料

　スチール製シャッター

符号・数量

付　　　属

金　　　物

備　　　考

金　　　物

符号・数量

付　　　属

備　　　考

寸　　　法

寸　　　法

硝　　　子

硝　　　子
　スチール製扉ＳＤ

　軽量スチール製扉ＬＳＤ

ＣＷ

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ 　プレーンタイプ　　　90㎜

ＨＰ 　ハイパーティション

ＬＰ 　ローパーティション

　カーテンウオール

形式・仕上・見込

形式・仕上・見込

１

1
,
0
0
0

1
,
7
0
0

１ＦＬ

ｱﾙﾐ製引違い窓 電解着色・70

FL5+A6+FL5

標準付属金物一式

９ヶ所
ＡＷ ＡＷ

２

1
,
0
0
0

1
,
7
0
0

１ＦＬ

ｱﾙﾐ製引違い窓 電解着色・70

FL5+A6+FL5

標準付属金物一式

1,540

１ヶ所

1,600

2
,
0
0
0

１ＦＬ

4
,
1
6
2
.
5

4
,
1
6
2
.
5

6,387.55,9003,800

6,345 5,900 5,900 4,287.5

2
5
0

1
,
2
0
0

1,200 400 1,200 400

1,200
1,200500 500

1
,
0
0
0

3
,
0
0
0

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 亜鉛ﾒｯｷ鋼板　焼付塗装仕上・70

FL5

小松ｳｫｰﾙ工業　ﾏｲﾃｨ70同等品

標準付属金物一式、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠（ｻﾑﾀｰﾝ付）、ＤＣ

900 1,200 900 900

基本パターン

建具表（第一期）

１

ＰＴ
１ヶ所

1
,
7
0
0

6,345

2
,
3
3
0

2,767.5

ＰＴ

風除室

542.51,0501,175

２

1
,
2
0
0

実験室

教員室１ 教員室２

教員室３

教員室４教員室５

１ＦＬ

ＡＤ

１

4
0
0

1
0
0

2
,
2
0
0

1,600

標準付属金物一式、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ・ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、DC、戸当り

TP5+A6+FL5

電解着色・70

外部：三方ｱﾙﾐ額縁W50程度、水切　内部：四方ｱﾙﾐ額縁 外部：三方ｱﾙﾐ額縁W50程度、水切　内部：四方ｱﾙﾐ額縁 外部：三方ｱﾙﾐ額縁W50程度、ｽﾃﾝﾚｽ水切　内部：三方ｱﾙﾐ額縁

網戸、横型ブラインド 網戸、横型ブラインド 電気錠、解錠表示板、横型ブラインド

アルミ製はめころし窓付片開きカマチ戸

富山県立大学　合同棟　増築工事

Ａ－１０

2,330 2,767.5

2
,
2
0
0

１ヶ所

PP

P P

ﾌﾞﾛｯｸﾊﾟﾈﾙ

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 亜鉛ﾒｯｷ鋼板　焼付塗装仕上・70

標準付属金物一式、自走式ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ・ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、戸当り

小松ｳｫｰﾙ工業　ﾏｲﾃｨGWALL同等品

8
0
0

FL6+飛散防止ﾌｨﾙﾑ、FL10+飛散防止ﾌｨﾙﾑ、TP8

FL6+ﾌｨﾙﾑ FL6+ﾌｨﾙﾑ FL6+ﾌｨﾙﾑ FL6+ﾌｨﾙﾑ

FL6+ﾌｨﾙﾑ FL6+ﾌｨﾙﾑ FL10+ﾌｨﾙﾑ

FL10+ﾌｨﾙﾑ

TP8

TP8

ＰＴ

２ ２

400

１ＦＬ

１ヶ所

6
0
0

2
0
0

軽量鋼製開き戸（点検口用） ＳＯＰ・扉：25、枠5

標準付属金物一式、平面ﾊﾝﾄﾞﾙ（鍵付）

ＳＤ

１ＦＬ

１
１ヶ所

ＳＯＰ・扉：40、枠100

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺

2
,
4
0
0

1,700

標準付属金物一式、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、DC、戸当り

軽量鋼製両開きフラッシュ戸

ＳＤ

１ＦＬ

ＡＤ

4
0
0

1
0
0

2
,
2
0
0

1,600

標準付属金物一式、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ・ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、DC、戸当り

TP5+A6+FL5

電解着色・70

外部：三方ｱﾙﾐ額縁W50程度、ｽﾃﾝﾚｽ水切　内部：三方ｱﾙﾐ額縁

電気錠、解錠表示板、横型ブラインド

２
１ヶ所 １ヶ所

アルミ製はめころし窓付両開きカマチ戸

管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印



管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

理　事　長  　　　藤　　井　　均

1/100 監修担当縮尺図面名一級建築士事務所　  登録（１０）３２号

図面番号富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785 工事名
日付

レバーハンドル

引き手

辷り出し 開き角度調整装置

戸当たり・ﾌﾗﾝｽ落とし

20．アルミサッシには標準附属金物一式を取り付けるものとする

19．外部アルミ製建具の性能は強度 240㎏/㎡，気密性 8m3/h･㎡，水密性 35㎏/㎡ 以上とする

10．錠はマスターキーシステムとしてマスターキーシステムは現場打合わせによる

隠し丁番

辷り出し

□　特記事項

５．サッシ方立・壁取り合いはアルミPL-1.5曲加工を入れる　（仕上げは建具に合わせること）

２．戸当たりの取り付け位置（床付，壁付）は現場指示とする

８．煙感連動自動閉鎖装置は組込みまでを本工事とし、作動電源送り込みまでを電気工事とする

７．煙感連動自動閉鎖扉には防煙用不燃性パッキン取り付けのこと（上枠，竪枠の３方）

９．建築金物錠の材質はステンレスとする（ドアチェックは指定色焼付け塗装、オートヒンジは中心軸吊り式）

１．建具の開き勝手は平面図及び平面詳細図による

６．外部アルミサッシ、アルミガラリ等にはアルミ水切りを付ける（打放し部は打放し用及び建具に合わせる）

Ｂ

Ｂ

Ｃ

16．排煙オペレーターの操作ボックス、配管は共に壁埋込み又はサッシ枠埋込みとする操作ボックスカバーは

14．外部建具及び水掛り部建具の枠廻りはシリコン系シーリング材とする

Ｃ

建具枠巾

Ｂ

Ｃ

Ｃ

　　ステンレスヘアーライン仕上げとし、FL+800~1,500（クレセントはFL+1,500以内）に取り付けるものとする

　木製窓

Ａ６

18．防音扉は内部ロックウール充填，３方枠，沓摺共クロロプレンゴムパッキン入りとする（遮音性能 30dB 以上）

ＷＷ

11．キーボックスは必要な個数の入るものを職員室に設ける

　　ステンレスエッジを取り付けるものとする

12．外部建具,DS,PS,EPS,等の枠廻りにはパッキング枠（４方）をを取り付ける

17．自動扉の安全光線は光電管式とし枠内に組込む。自動扉は手動でも開閉可能とし、自動扉の表示をする

13．軽量スチール製扉は表面材（化粧鋼板 0.8）芯材（ペーパーハニカムコア）とパネルエッジ部分は

□　建　具　凡　例

これに類する建具は詳細図に依るものとし、本表には含まないものとする。

本表は設計図に示す建具及び特記事項等を一括して表す。戸棚及びカウンターその他

符　号

ＷＤ

□　一　般　事　項

15．建具のガラスはシリコン系シーリング押さえとする。外部出入口開き戸シリンダー錠使用箇所は、

　３　床面より上部につく場合

４．サッシ腰のアルミ膳板，アルミ額縁は見付25とし、膳板には結露受けを付けることとする

　　（仕上げは建具に合わせること）

　　（合成樹脂網，枠は建具に準じる）

フラッターレール 戸当たり

３．アルミサッシには特記なき限り（外部に面する部分に限る）可動網戸付とする

　１　床仕上げの異なる場合

　　閉錠表示板を設ける

　アルミ製扉

Ｐ

ＡＤ

ＡＷ

ＴＢ

　木製扉

　アルミ製窓

　ふすま

　２　床仕上げ高の異なる場合

　４　外部出入口　内部水がかり部

　網入型板ガラス　　　６．８㎜

　テンパライト　　　　

　線入磨き板ガラス　　６．８㎜

材　　　料

　フロート板ガラス　　３㎜

材　　　料

　５　防音扉

□　沓　　　　　摺　（特記なき限り下記による）

ＷＫＨ

60°外倒し(共通)引手ﾜﾝﾀｯﾁ方式

21．各室の引き違いアルミサッシのクレセントは錠付きとする

　空気層　　　　　　　６㎜

丁番３枚吊り

　網入磨き板ガラス　　６．８㎜

　線入型板ガラス　　　６．８㎜ 　型板ガラス　　　　　４㎜

　６　PS等点検口で床面につく場合

　フロート板ガラス　　５㎜

符　号

戸当たり

施錠類

引き違い

レバーハンドル

外倒し

両開き

支持類開閉方式

親子開き

片開き

握り錠

Ｂ 扉厚巾

　７　PS等点検口で床面より上部につく場合

Ａ

　注）材種は特記なき限りはステンレス製とする

シリンダー本締り錠

備　考

□　標準建具金物　（特記なき限り下記による）

目地棒

Ｃ

ＰＴＷ

ＷＫＴ

ＦＬ５

Ｆ４

ＰＨＷ

Ｓ

ＳＳ

Ｆ

符　号

　障子

ＦＬ３

□　硝　子　凡　例

符　号

材　　　料

引き分け

片引き

　トイレブース

ＴＰ

　可動間仕切 

材　　　料

　スチール製シャッター

符号・数量

付　　　属

金　　　物

備　　　考

金　　　物

符号・数量

付　　　属

備　　　考

寸　　　法

寸　　　法

硝　　　子

硝　　　子
　スチール製扉ＳＤ

　軽量スチール製扉ＬＳＤ

ＣＷ

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ 　プレーンタイプ　　　90㎜

ＨＰ 　ハイパーティション

ＬＰ 　ローパーティション

　カーテンウオール

形式・仕上・見込

形式・仕上・見込

既存ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

既
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既
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ﾊ
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ｰ
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ｨ
ｼ
ｮ
ﾝ

既存ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

既
存

ﾊ
ﾟ
ｰ
ﾃ
ｨ
ｼ
ｮ
ﾝ

2,200
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3
0

2
,
3
3
0

4
,
1
6
2
.
5

4
,
1
6
2
.
5

2,767.5

6,387.55,9003,800

6,345 5,900 5,900 4,287.5

既存ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ撤去

ＰＴ

風除室

542.51,0501,175

2
5
0

1
,
2
0
0

1,200 400 1,200 400

1,200
1,200500 500

建具表（第二期）

既存ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ再利用

1
,
7
0
0

6,345

ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ

１

2,200 2,330

2
,
0
0
0

１ヶ所
ＰＴ

亜鉛ﾒｯｷ鋼板　焼付塗装仕上・70

小松ｳｫｰﾙ工業　ﾏｲﾃｨ70同等品

標準付属金物一式

1
,
0
0
0

ﾗﾝﾏ及び三方枠：新規

既存ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ再利用

ﾊｯﾁﾝｸﾞ部分：既存再利用

１

会議室１

会議室２会議室３

富山県立大学　合同棟　増築工事

Ａ－１１

管理技術者　一級建築士登録第261836号　酒井　武志　　印



管理建築士　一級建築士登録第１５２５２８号　竹　林　正　宏

理　事　長  　　　藤　　井　　均
監修担当縮尺図面名一級建築士事務所　  登録（１０）３２号

図面番号富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785 工事名
日付

1/50

C
H
=
3
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
7
0
0

3
0
0

10,525

消火器ﾎﾞｯｸｽ

ﾏｲﾃｨ70同等品 ﾏｲﾃｨGWALL同等品
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※現場事務所は大学側より敷地外に場所を提供する。
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設置時期は現場指示とする

インターロッキングブロック舗装　　 1:30

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装　t=60

（路　床）

6
0

3
0

1
5
0

砂敷　t=30

路盤：再生砕石　RC-40　t=150

現場員動線

現場員動線

農業機械格納庫

現場事務所ユニットハウス

現場事務所ユニットハウス

養生シート
：防音シート 養生シート

富山市安住町７番１号　 電話（076）432-9785
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